
 

103 
 

（大学院 2 年生） 

 
 
  

12.9 

11.4 

24.6 

48.9 

11.3 

9.0 

4.2 

28.2 

10.0 

0.6 

7.0 

11.5 

7.5 

19.4 

20.3 

38.9 

31.6 

30.6 

10.7 

12.7 

35.8 

17.8 

2.8 

19.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

予定していたインターンシップに参加できなかった

予定していたＯＢ・ＯＧ訪問ができなかった

大学のキャリアセンターを十分に
活用することができなかった

企業説明会が延期・中止になる等、移動や対面での接点が
なくなり、企業や仕事などの情報収集が十分にできなかった

企業の採用が突然とりやめられる等、当初志望していた
会社への応募ができないことがあった

感染リスクを避けるため、当初志望していた会社への
応募をやめたことがあった

アルバイトによる収入が減少する等就職活動の費用を
捻出できず、応募する企業数を減らした
応募している企業の採用活動が再開するのか
中止になるのかわからず、不安が大きかった

進行していた採用試験・面接等が
中止になってしまったことがあった

得ていた内々定を取り消されてしまったことがあった

当初志望していた会社がオンラインでの企業説明会や面接を
実施しなかったので応募しなかった

オンラインでの企業説明会や面接で、アプリケーション等の
操作がわからないことがあった

オンラインでの面接に必要な機器（ウェブカメラや
マイクなど）を用意することが難しかった

オンラインでの面接を行う場所を用意することが難しかった

用意していた機器（ウェブカメラやマイクなど）が
オンラインでの面接中に正常に動作しないことがあった

通信回線が不安定で、企業説明会や面接の途中で
音声・映像が途切れるなどしたことがあった

オンラインでの面接でうまくコミュニケーションを
とることが難しかった
予定の変更・中止等が頻繁にあり、
スケジュール管理が難しかった
大学の予定と重なることが多く、
スケジュールの調整が難しかった

志望していた業界・企業の採用が中止になる
などして、就職活動が長期化した

移動で公共交通機関を使うことに関し不安が大きかった

企業説明会や面接等で、対面で会話等することに
関し不安が大きかった

その他

特に課題となったことはなかった

情
報
収
集
に
つ
い
て
の
課
題

応
募
や
採
用
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接
に
つ
い
て
の
課
題
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ン
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つ
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て
の
課
題

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

の
課
題

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て
の
課

題
そ
の
他

今年度調査・大学院2年生(n=1,331)
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第 4 章 企業による学業などに対する配慮の状況等 

（１）履修履歴（成績証明書など）の提出の状況 
 ①提出の状況 

就職活動の面接や試験を受けるにあたり、履修履歴（成績証明書など）を提出することがどの程度

あったかについて、「多くの企業で提出した」の回答割合は約 3 割となっている。 
2016 年度調査～2019 年度調査と比較すると「多くの企業で提出した」の回答割合が低くなってお

り、「提出した企業もあったが、少なかった」「提出した企業はなかった」の回答割合が高くなってい

る 78。 
 

図表 4-1-1 履修履歴（成績証明書など）の提出の状況 
（大学 4 年生・大学院 2 年生） 

  

（大学 4 年生） 

 
（大学院 2 年生） 

 

                                                   
78 2015 年度調査では当該設問について調査を実施していない。 

31.5 

36.7 

36.9 

36.8 

37.7 

29.4 

30.6 

31.1 

31.7 

30.9 

24.9 

22.1 

23.2 

22.9 

22.8 

14.2 

10.7 

8.8 

8.6 

8.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度調査・全体(n=5,807)

2019年度調査・全体(n=5,811)

2018年度調査・全体(n=8,481)

2017年度調査・全体(n=8,333)

2016年度調査・全体(n=10,603)

多くの企業で提出した ある程度の企業で提出した

提出した企業もあったが、少なかった 提出した企業はなかった

30.3 

36.1 

36.7 

36.2 

37.0 

29.2 

30.2 

31.0 

31.8 

31.0 

25.4 

22.6 

23.3 

23.4 

23.3 

15.1 

11.1 

8.9 

8.6 

8.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度調査・大学4年生(n=4,475)

2019年度調査・大学4年生(n=4,197)

2018年度調査・大学4年生(n=6,540)

2017年度調査・大学4年生(n=6,066)

2016年度調査・大学4年生(n=7,780)

多くの企業で提出した ある程度の企業で提出した

提出した企業もあったが、少なかった 提出した企業はなかった

40.8 

41.2 

38.6 

41.3 

43.4 

31.0 

33.2 

31.7 

31.1 

30.0 

20.2 

18.1 

21.7 

19.3 

19.3 

8.0 

7.5 

8.0 

8.3 

7.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度調査・大学院2年生(n=1,331)

2019年度調査・大学院2年生(n=1,582)

2018年度調査・大学院2年生(n=1,925)

2017年度調査・大学院2年生(n=2,255)

2016年度調査・大学院2年生(n=2,841)

多くの企業で提出した ある程度の企業で提出した

提出した企業もあったが、少なかった 提出した企業はなかった
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 ②提出のタイミング 

就職予定の企業から履修履歴（成績証明書など）の提出がいつ頃求められたかについて、「応募時」

の回答割合が約 3 割で最も高く、次いで「2 次面接時以降」の回答割合が約 2 割となっている。 
2017 年度調査～2019 年度調査と比べると、「応募時」の回答割合が高くなっている 79。 

 
図表 4-1-2 就職予定の企業への履修履歴（成績証明書など）の提出のタイミング 

（大学 4 年生・大学院 2 年生） 

 
（大学 4 年生） 

 
（大学院 2 年生） 

 
  

                                                   
79 2015 年度調査・2016 年度調査では当該設問について調査を実施していない。 

33.1 

25.3 

24.3 

23.2 

22.6 

26.8 

27.4 

26.2 

23.0 

26.9 

28.8 

29.6 

3.5 

3.3 

3.1 

3.0 

9.8 

8.0 

6.8 

7.4 

7.9 

9.6 

9.6 

10.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度調査・全体(n=3,797)

2019年度調査・全体(n=4,377)

2018年度調査・全体(n=6,633)

2017年度調査・全体(n=6,325)

応募時 1次面接時
2次面接時以降 内々定時
内々定後 就職予定の企業からは提出を求められていない

32.1 

24.4 

23.2 

22.2 

23.0 

26.9 

27.6 

26.4 

23.3 

27.2 

29.6 

30.2 

3.7 

3.2 

2.9 

2.9 

9.9 

8.5 

7.1 

7.6 

8.0 

9.8 

9.7 

10.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度調査・大学4年生(n=2,853)

2019年度調査・大学4年生(n=3,120)

2018年度調査・大学4年生(n=5,074)

2017年度調査・大学4年生(n=4,554)

応募時 1次面接時
2次面接時以降 内々定時
内々定後 就職予定の企業からは提出を求められていない

39.9 

32.1 

32.5 

30.4 

20.6 

26.3 

26.0 

25.2 

20.8 

24.4 

23.1 

25.5 

2.5 

4.1 

5.1 

3.9 

9.0 

4.6 

4.7 

5.9 

7.3 

8.5 

8.7 

9.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度調査・大学院2年生(n=1,038)

2019年度調査・大学院2年生(n=1,312)

2018年度調査・大学院2年生(n=1,598)

2017年度調査・大学院2年生(n=1,859)

応募時 1次面接時
2次面接時以降 内々定時
内々定後 就職予定の企業からは提出を求められていない
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（２）採用面接の際の学業や成績等への評価 

採用面接において、研究・ゼミや専門分野などの学業への取組や成績等の質問などを受け、その内

容が採用選考の評価に関係していると感じたかについて、「評価に深く関係していると感じた」と「評

価にある程度関係していると感じた」を合わせた割合は約 5 割となっている。 
これは、過年度調査とほぼ同様の結果となっている。 

 
図表 4-2-1 採用面接の際に学業の取組や成績等の質問を受け、評価に関係していると感じたか 

（大学 4 年生・大学院 2 年生） 

 
（大学 4 年生） 

 
（大学院 2 年生） 

 
  

14.2 

12.7 

13.1 

12.8 

13.1 

12.0 

38.8 

40.6 

39.5 

38.5 

40.8 

40.0 

32.4 

33.5 

34.5 

36.1 

34.4 

33.1 

6.2 

7.4 

6.9 

6.3 

5.7 

7.8 

8.3 

5.7 

6.1 

6.2 

6.0 

7.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度調査・全体(n=5,807)

2019年度調査・全体(n=5,811)

2018年度調査・全体(n=8,481)

2017年度調査・全体(n=8,333)

2016年度調査・全体(n=10,603)

2015年度調査・全体(n=2,122)

評価に深く関係していると感じた

評価にある程度関係していると感じた

評価にあまり関係していないと感じた

評価に全く関係していないと感じた

学業への取組や成績等について質問されなかった

12.5 

10.9 

11.2 

11.1 

11.2 

9.9 

38.7 

40.0 

39.3 

38.0 

40.5 

40.2 

33.9 

35.1 

35.9 

37.8 

36.0 

34.2 

6.3 

7.9 

7.3 

6.5 

6.0 

8.1 

8.6 

6.0 

6.3 

6.5 

6.3 

7.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度調査・大学4年生(n=4,475)

2019年度調査・大学4年生(n=4,197)

2018年度調査・大学4年生(n=6,540)

2017年度調査・大学4年生(n=6,066)

2016年度調査・大学4年生(n=7,780)

2015年度調査・大学4年生(n=1,614)

評価に深く関係していると感じた

評価にある程度関係していると感じた

評価にあまり関係していないと感じた

評価に全く関係していないと感じた

学業への取組や成績等について質問されなかった

28.1 

26.8 

27.8 

26.1 

28.0 

28.5 

39.6 

45.3 

40.8 

42.4 

43.4 

38.7 

21.1 

20.6 

23.0 

22.6 

21.8 

23.7 

5.2 

4.2 

3.8 

4.9 

3.4 

5.1 

6.0 

3.1 

4.7 

4.0 

3.4 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度調査・大学院2年生(n=1,331)

2019年度調査・大学院2年生(n=1,582)

2018年度調査・大学院2年生(n=1,925)

2017年度調査・大学院2年生(n=2,255)

2016年度調査・大学院2年生(n=2,841)

2015年度調査・大学院2年生(n=506)

評価に深く関係していると感じた

評価にある程度関係していると感じた

評価にあまり関係していないと感じた

評価に全く関係していないと感じた

学業への取組や成績等について質問されなかった
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（３）就職活動の日程・時間帯等に関する配慮 
 ①説明会や面接等の日程・時間帯等についての配慮 

就職活動を行った企業において説明会や面接等の日程・時間帯等について配慮があったかについて、

「よくわからない」と回答した者を除くと 80、「多くの企業で配慮していた」と「ある程度の企業で配

慮していた」を合わせた回答割合は約 7 割となっている。 
2016 年度調査～2019 年度調査と比較すると、今年度調査では特に「多くの企業で配慮していた」

の回答割合が約 4 割と高くなっている 81。 
 

図表 4-3-1 説明会や面接等の日程・時間帯等についての配慮の状況 
（大学 4 年生・大学院 2 年生） 

 
（大学 4 年生） 

 
（大学院 2 年生） 

  

                                                   
80 就職活動を行った企業について、「説明会や面接等の日程・時間帯等について、就職活動が授業・試験等の妨げになら

ないよう、時間の設定などの配慮をしていましたか」という設問に対して、「就職活動最優先で活動していたため、よく

わからない」と回答した者は除いて集計した。 
81 2015 年度調査では当該設問について調査を実施していない。 

35.5 

29.5 

27.5 

24.5 

19.5 

38.3 

38.9 

37.5 

38.3 

38.4 

18.3 

22.7 

23.8 

25.8 

30.5 

8.0 

8.9 

11.1 

11.5 

11.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度調査・全体(n=4,945)

2019年度調査・全体(n=4,933)

2018年度調査・全体(n=7,124)

2017年度調査・全体(n=6,807)

2016年度調査・全体(n=8,778)

多くの企業で配慮していた ある程度の企業で配慮していた

配慮している企業もあったが、少なかった 配慮している企業はなかった

35.4 

29.1 

27.3 

24.1 

19.0 

38.1 

39.2 

37.5 

38.0 

38.4 

18.6 

22.7 

24.0 

26.1 

31.0 

7.9 

9.0 

11.3 

11.7 

11.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度調査・大学4年生(n=3,800)

2019年度調査・大学4年生(n=3,562)

2018年度調査・大学4年生(n=5,499)

2017年度調査・大学4年生(n=4,946)

2016年度調査・大学4年生(n=6,428)

多くの企業で配慮していた ある程度の企業で配慮していた

配慮している企業もあったが、少なかった 配慮している企業はなかった

36.1 

33.0 

29.9 

27.0 

23.3 

39.1 

36.4 

37.8 

40.1 

38.9 

16.3 

22.4 

23.0 

23.5 

26.8 

8.6 

8.2 

9.4 

9.4 

11.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度調査・大学院2年生(n=1,159)

2019年度調査・大学院2年生(n=1,344)

2018年度調査・大学院2年生(n=1,604)

2017年度調査・大学院2年生(n=1,869)

2016年度調査・大学院2年生(n=2,390)

多くの企業で配慮していた ある程度の企業で配慮していた

配慮している企業もあったが、少なかった 配慮している企業はなかった



 

109 
 

 ②個別の面接日時等の設定にあたっての配慮 

就職活動を行った企業において個別の面接日時等の設定に当たり配慮があったかについて、「よく

わからない」と回答した者を除くと 82、「多くの企業で配慮していた」と「ある程度の企業で配慮して

いた」を合わせた回答割合は約 8 割となっている。 
2016 年度調査～2019 年度調査と比較すると、今年度調査では特に「多くの企業で配慮していた」

の回答割合が高くなっている 83。 
 

図表 4-3-2 個別の面接日時等の設定にあたっての配慮の状況 
（大学 4 年生・大学院 2 年生） 

 
（大学 4 年生） 

 

（大学院 2 年生） 

 
  
                                                   
82 就職活動を行った企業について、「個別の面接日時等の設定に当たり、就職活動が授業・試験等の妨げにならないよう、

連絡が余裕をもって行われたり、土日や平日夕方などの対応があったり、日程の候補が複数提示されたり、学生の要望を

聞いたりするなどの配慮がありましたか」という設問に対して、「就職活動最優先で活動していたため、よくわからない」

と回答した者は除いて集計した。 
83 2015 年度調査では当該設問について調査を実施していない。 

37.7 

31.2 

29.9 

25.7 

20.9 

39.1 

41.5 

40.9 

41.5 

42.5 

17.0 

21.6 

22.2 

25.0 

27.7 

6.2 

5.6 

7.0 

7.8 

8.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度調査・全体(n=5,211)

2019年度調査・全体(n=5,214)

2018年度調査・全体(n=7,623)

2017年度調査・全体(n=7,362)

2016年度調査・全体(n=9,385)

多くの企業で配慮していた ある程度の企業で配慮していた

配慮している企業もあったが、少なかった 配慮している企業はなかった

37.1 

30.4 

29.4 

25.3 

20.4 

39.4 

42.0 

41.2 

41.2 

42.4 

17.2 

22.1 

22.5 

25.5 

28.2 

6.3 

5.5 

6.9 

8.0 

8.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度調査・大学4年生(n=4,012)

2019年度調査・大学4年生(n=3,752)

2018年度調査・大学4年生(n=5,887)

2017年度調査・大学4年生(n=5,345)

2016年度調査・大学4年生(n=6,873)

多くの企業で配慮していた ある程度の企業で配慮していた

配慮している企業もあったが、少なかった 配慮している企業はなかった

42.1 

37.4 

33.6 

28.2 

24.4 

37.0 

38.5 

38.8 

44.2 

43.1 

15.1 

17.5 

20.2 

21.3 

24.1 

5.8 

6.6 

7.4 

6.3 

8.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度調査・大学院2年生(n=1,204)

2019年度調査・大学院2年生(n=1,460)

2018年度調査・大学院2年生(n=1,709)

2017年度調査・大学院2年生(n=2,035)

2016年度調査・大学院2年生(n=2,552)

多くの企業で配慮していた ある程度の企業で配慮していた

配慮している企業もあったが、少なかった 配慮している企業はなかった
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（４）遠隔地への就職活動への配慮 

地方から都市部への就職活動や、Ｕターン・Ｉターン・Ｊターン就職など、学生の負担の大きい遠

隔地への就職活動に際して、企業側からの配慮があったかについて、「よくわからない」と回答した者

を除くと 84、「多くの企業で配慮していた」と「ある程度の企業で配慮していた」を合わせた回答割合

は約 7 割となっている。 
2016 年度調査～2019 年度調査と比較すると、今年度調査は「多くの企業で配慮していた」の回答

割合が高くなっている 85。 
 

図表 4-4-1 遠隔地への就職活動に際する企業側からの配慮の状況 
（大学 4 年生・大学院 2 年生） 

 
（大学 4 年生） 

 
（大学院 2 年生） 

 
  

                                                   
84 「地方から都市部への就職活動や、Ｕターン・Ｉターン・Ｊターン就職など、学生の負担の大きい遠隔地への就職活動

に際して、企業側からの配慮がありましたか」という設問に対して、「自身が該当しないため、よくわからない」と回答

した者は除いて集計した。 
85 2015 年度調査では当該設問について調査を実施していない。 
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（５）クールビズでの対応 

面接の実施にあたり、クールビズでの対応が認められていたかについて、「わからない」と回答した

者を除くと 86、「多くの企業で認められていた」と「ある程度の企業で認められていた」を合わせた回

答割合は約 6 割となっている。 
これは、2016 年度調査～2019 年度調査とほぼ同様の結果となっている 87。 

 
 

図表 4-5-1 面接の実施におけるクールビズでの対応の状況 
（大学 4 年生・大学院 2 年生） 

 
（大学 4 年生） 

 
（大学院 2 年生） 

 
  

                                                   
86 「面接の実施等にあたり、クールビズでの対応が認められていましたか」という設問に対して、「暑い時期に就職活動

を行っていない」「わからない」と回答した者は除いて集計した。 
87 2015 年度調査では当該設問について調査を実施していない。 
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2016年度調査・全体(n=8,539)

多くの企業で認められていた
ある程度の企業で認められていた
認められている企業もあったが、少なかった
認められている企業はなかった

26.1 

26.4 

27.9 

26.6 

26.5 

29.5 

32.6 

31.6 

33.3 

33.0 

32.0 

32.3 

32.3 

32.5 

32.1 

12.4 

8.7 

8.2 

7.6 

8.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度調査・大学4年生(n=3,094)

2019年度調査・大学4年生(n=3,124)

2018年度調査・大学4年生(n=5,005)
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（６）留学経験者への配慮 
 ①留学経験者及び留学を検討していた者の状況 

就職・採用活動の設定時期により留学の予定等に影響があったかについて、留学経験者及び留学を

検討していた者のうち 88、約 6 割は「もともと就職・採用活動時期にかからない時期に留学をした（又

は今後留学する）ので影響はなかった」と回答している。一方、約 2 割が「留学する考えがあったが、

就職・採用活動の設定時期により、留学を取りやめた」と回答している。 
これは、2016 年度調査～2019 年度調査とほぼ同様の結果となっている 89。 

 
図表 4-6-1 留学経験者及び留学を検討していた者の状況 

（大学 4 年生・大学院 2 年生） 

 
（大学 4 年生） 

 
（大学院 2 年生） 

   
                                                   
88 「就職・採用活動の設定時期（広報活動は 3 月 1 日以降、採用選考活動は 6 月 1 日以降に開始）により、留学の予定

等に影響はありましたか」という設問に対して、「もともと留学する予定はなく、留学はしていない」と回答した者を除

いて集計した。 
89 2015 年度調査では当該設問について調査を実施していない。 
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2018年度調査・全体(n=1,436)

2017年度調査・全体(n=1,423)

2016年度調査・全体(n=1,702)

もともと就職・採用活動時期にかからない時期に留学をした（又は今後留学する）ので影響はなかった

留学する考えがあったが、就職・採用活動の設定時期により、留学を取りやめた

留学していたが、就職・採用活動の設定時期により、留学期間を短くした

就職活動が心配だったが、期間を短くすることなく、留学を優先した

特に就職・採用活動の時期のことは心配せず、留学を優先した
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2017年度調査・大学4年生(n=1,053)

2016年度調査・大学4年生(n=1,290)

もともと就職・採用活動時期にかからない時期に留学をした（又は今後留学する）ので影響はなかった

留学する考えがあったが、就職・採用活動の設定時期により、留学を取りやめた

留学していたが、就職・採用活動の設定時期により、留学期間を短くした

就職活動が心配だったが、期間を短くすることなく、留学を優先した

特に就職・採用活動の時期のことは心配せず、留学を優先した
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2019年度調査・大学院2年生(n=223)

2018年度調査・大学院2年生(n=299)

2017年度調査・大学院2年生(n=335)

2016年度調査・大学院2年生(n=338)

もともと就職・採用活動時期にかからない時期に留学をした（又は今後留学する）ので影響はなかった

留学する考えがあったが、就職・採用活動の設定時期により、留学を取りやめた

留学していたが、就職・採用活動の設定時期により、留学期間を短くした

就職活動が心配だったが、期間を短くすることなく、留学を優先した

特に就職・採用活動の時期のことは心配せず、留学を優先した
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②企業側から留学経験者に対する配慮の状況 

就職・採用活動期間中に留学を実際にしていた者 90に関して、就職を希望した企業において、留学

経験者が不利にならないよう留学経験者向けのスケジュールや情報を別途示すなど配慮があったか

について、「わからない」との回答を除くと 91、約 4 割が「多くの企業で配慮していた」または「ある

程度の企業で配慮していた」と回答している 92。この割合は 2019 年度調査と同様であるが、特に「多

くの企業で配慮していた」の回答割合が高くなっている。 
また、就職を希望していた企業のうち、面接の時期が留学と重なっていなかった、または留学経験

者のための別日程が示されていたため、配慮を求めなくても面接を受けられた企業がどれくらいあっ

たかについては、「ほぼ全ての企業で配慮を求めなくても面接を受けられた」の回答割合が約 6 割と

なっている。この割合は、過年度調査と比較して高くなっている。 
 

図表 4-6-2 留学経験者に対する企業側の配慮の状況 
（大学 4 年生・大学院 2 年生） 

 
 

図表 4-6-3 留学経験者が配慮を求めなくても面接を受けられた企業の状況 
（大学 4 年生・大学院 2 年生） 

 
  

                                                   
90 「留学していたが、就職・採用活動の設定時期により、留学期間を短くした」「就職活動が心配だったが、期間を短く

することなく、留学を優先した」「特に就職・採用活動の時期のことは心配せず、留学を優先した」と回答した者につい

て集計した。なお、留学経験者に関する各設問について、2015 年度調査では実施していない。 
91 「あなたが就職を希望した企業は、企業側から留学経験者向けのスケジュール・情報を別途示すなど、留学により不利

にならないように配慮していましたか」という設問に対して、「留学経験者であることを特に意識せず就職活動を行った

ため、わからない」と回答した者は除いて集計した。 
92 留学経験者の数が必ずしも多いわけではないことから、ここでは、大学 4 年生・大学院 2 年生について合わせて集計

した結果のみ参照した。 
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2019年度調査・全体(n=240)

2018年度調査・全体(n=349)

2017年度調査・全体(n=370)

2016年度調査・全体(n=441)

ほぼ全ての企業で配慮を求めなくても面接を受けられた

多くの企業で配慮を求めなくても面接を受けられた

希望していた企業のうち半数程度で配慮を求めなくても面接を受けられた

配慮を求めなくても面接を受けられた企業はあまりなかった
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③配慮を求めた際の対応等 

留学と採用選考の時期が重なることに関して、就職を希望した企業に対して面接日程の配慮を求め

たことがあったかについて、「自分から面接日程の配慮を求めた企業があった」との回答が約 2 割と

なっており、「相談した大学のキャリアセンター等から企業側に配慮を求めてくれたことがあった」

との回答は 1 割未満となっている 93。 
自分から配慮を求めた場合の企業側の対応状況について 94、「配慮を求めた企業のほぼ全てが対応

してくれた」「対応してくれた企業のほうが多い」の回答割合は合わせて約 6 割となっている。 
2016 年度調査～2019 年度調査と比較すると、今年度では 2019 年度よりこの割合が低くなってい

る一方、「配慮を求めた企業のほぼ全てが対応してくれなかった」の回答割合が過年度調査よりも高

くなっている。 
また、就職を希望していた企業のうち、企業側に面接日程についての配慮を求めることをせず、結

果として留学と日程が重なり面接を諦めた企業がどのくらいあったかについては、「ほぼ全ての企業

に対して配慮を求めることなく面接を諦めた」「多くの企業に対して配慮を求めることなく面接を諦

めた」の回答割合を合わせると約 2 割となっている。 
 

図表 4-6-4 留学経験者が就職を希望した企業に対して面接日程について配慮を求めたことがあったか

（複数回答、大学 4 年生・大学院 2 年生） 

  
 

図表 4-6-5 留学経験者が配慮を求めた場合の企業の対応（自分から配慮を求めた場合） 
（大学 4 年生・大学院 2 年生） 

  
                                                   
93 留学経験者に関する各設問について、「留学していたが、就職・採用活動の設定時期により、留学期間を短くした」「就

職活動が心配だったが、期間を短くすることなく、留学を優先した」「特に就職・採用活動の時期のことは心配せず、留

学を優先した」と回答した者について集計した。なお、留学経験者に関する設問について、2015 年度調査では実施して

いない。 
94 大学のキャリアセンター等から配慮を求めた場合に関しては、集計対象の件数が非常に少ないことから集計結果を掲

載しなかった。 
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図表 4-6-6 留学経験者が企業に配慮を求めず、結果的に面接を諦めた企業の状況 
（大学 4 年生・大学院 2 年生） 
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2016年度調査・全体(n=441)

ほぼ全ての企業に対して配慮を求めることなく面接を諦めた

多くの企業に対して配慮を求めることなく面接を諦めた

希望していた企業のうち半数程度は企業に対して配慮を求めることなく面接を諦めた

面接を諦めた企業はあまりなかった


	第4章　企業による学業などに対する配慮の状況等
	（１）履修履歴（成績証明書など）の提出の状況
	（２）採用面接の際の学業や成績等への評価
	（３）就職活動の日程・時間帯等に関する配慮
	（４）遠隔地への就職活動への配慮
	（５）クールビズでの対応
	（６）留学経験者への配慮



